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大地震大地震大地震

倒壊はしないが、1回目の
地震でダメージを受けた
住宅は内部を損傷し、2回
目以降の地震時にはさら
に損傷が拡大する。

地震エネルギーを吸収し、
内部損傷を防止。そのまま
で新築と同様に次の地震
に備えることができる。

大地震前（新築） 大地震後（1回目） 大地震後（2回目） 大地震後（3回目）

内部が損傷

変化なし 変化なし 変化なし

釘が抜け
壁のズレが
激しくなる

壁がズレて
外れる

REQダンパー2を
施工した家
REQダンパー2を
施工した家

硬く造られた家
（REQダンパー2無し）
硬く造られた家
（REQダンパー2無し）

震度6強以上の地震がくると…震度6強以上の地震がくると…

製品図 製品構成 性能確認試験〈H28年熊本地震再現実験〉

呼称 コード 単品価格（セット） 梱包価格 梱包内容 バラ出荷
REQダンパー２ REQD2 ￥203,900 ￥203,900 1セット（本体4個、取付け用65㎜ビス50本） ×

揺れを吸収し、繰返しの地震にも耐える、損傷の無い家に

ダンパーに内蔵されて
いる高減衰ゴムが変
形することで、地震の
運動エネルギーを熱エ
ネルギーに変え、建物
の変形を20～50%
低減します。

高減衰ゴムが
地震の震動エネルギーを吸収

一般のゴム

ネルギーに変え、建物
の変形を
低減一般のゴム

高減衰ゴム
熱熱

ダンパーに内蔵されてダンパーに内蔵されて
いる高減衰ゴムが変
形することで、地震の
運動エネルギーを熱エ
ネルギーに変え、建物
運動エネルギーを熱エ
ネルギーに変え、建物

高減衰ゴム
熱熱

耐震
耐震＋制震ダンパー

400

300

加振1回目

熊本地震［前震（相当波）］

加振2回目

熊本地震［本震（相当波）］

加振3回目

熊本地震［本震（相当波）］

※ 限界耐力計算に用いる基準（1/30rad）
（出典）京都大学宇治キャンパス防災研究所による試験データ

348

27
16

40 88

200

100

0

取付部
（鋼板製）

高減衰ゴム

熊本地震級の前震の地震波と本震の地震波を
3回加えても倒壊しないことを実証しました。

揺
れ
幅（
㎜
）

※

安全限界（96.5㎜）

製品情報 地震対策

（この試験結果は、性能を保証するものではありません）



付属のビスを用いて柱や土台･梁に容易に取付けが出来ます。

注 意 リフォーム等で｢REQダンパー２」を使用する場合は、建築基準法を満たすレベルの耐震補強が別途に必要です。

リフォームで「天井面」を壊さずに
上部ダンパー2個を施工できます。

取付け

天井面

● 上部、下部のみ取付け

● リフォーム施工例

■ 延べ床面積あたり必要数

延べ床面積
（㎡）

～100
100～150
150～200

X方向
（セット数）

2
3
4

Y方向
（セット数）

2
3
4

合計
（セット数）

4
6
8

「REQダンパー２」の必要数量は、延べ床面積100㎡まで4セット、以降50㎡
ごとに2セット追加を目安として、１階のX軸方向、Y軸方向にバランスよく配
置してください。

REQダンパー2の取付け例

910910

筋かい設置部分にも納まるコンパクトな形状と、優れた施工性を
持ちながら、高い減衰性能を両立しました。

新築在来軸組・新築2×4・既
築住宅のいずれも「REQダ
ンパー2」取付け後の効果シ
ミュレーション承ります。

柱と梁、柱と土台間の4隅に取付け

リフォーム施工時にも簡単施工
リフォームなど、現場の状況により4個を取付けられない場合は、上部2個、下部2個と別々に
分けて取付けることが可能です。（この場合は2個で0.5セットとして数量をカウントしてください）

エアコン室内機を
避けるため下部の
み設置。

リフォーム以外
の箇所はできる
だけ少なく配置。

リビングと水廻りのリフォーム
時に「REQダンパー2」を設置。
天井を壊さずに取付可能。

既存ホールダウン
を避けて上部のみ
設置。

Ｘ軸方向ＲＥＱダンパー2
Y軸方向ＲＥＱダンパー2

Ｘ軸方向ＲＥＱダンパー2
Y軸方向ＲＥＱダンパー2
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